
 

 

 

 

 

 

 

 

ある学級の新聞に「楽しかったことアンケート」がありました。その結果は、１位「ゲーム」２位「臨時休校」３位「学校スタ

ート」４位「プール」５位「友だちづくり」６位「理科の授業」でした。子どもの正直な気持ちでしょう。たとえ１０日間とは言え、

夏休みを楽しみにしている子ども達です。これまでのように大勢の人が集まる場所で、思い切り遊んだり大声ではしゃぎ

回る体験はできないかもしれませんが、新しい楽しみ方を発見して、各家庭なりの自分なりの夏休みを充実したものにし

てほしいです。夏休み明けに元気いっぱい、笑顔いっぱいの子ども達がもどってくることを楽しみに、私たちも次の波に

備えておきます。さて、夏休み期間中にコロナ感染の状況が変化し、再び分散登校や休校になることも否定はできませ

ん。それぞれの家庭でできることを実行し、変化する状況に柔軟に対応できるように、学校のホームページを随時ご確認

ください。あと少しでめるぽん登録１００％になりそうですので、完全登録をめざしてご協力をお願いします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

短くても、自分の夏休みを過ごしてきてね！  

ゆたかっ子 
令和 2年度 

学校だより ７月号 ⑪ 

豊見城市立ゆたか小学校 

豊見城市字豊見城 601番地 1  

TEL850-663 FAX850-3940 

校 長   宮平 やすみ 

各学年、各教科において、子どもが自ら選んだテーマで新聞

やポスターにまとめる言語活動に取り組んでいます。夏休

みにその力を生かしてみてもいいですね！ 

4年生 2年生 6年生 
5年生 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ようこそ、校長室へ 
少年野球スポーツ少年団「豊見城ジュニア」が豊見城市軟式

野球大会の優勝報告にやってきました。 

【優勝の理由は？】 

・誰かがエラーしても、みんなではげます

チームワークのよさ！ 

【練習はきびしい？】 

・きびしいけど楽しい！ 

   強くなるチームの姿です！！ 
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「校長先生さようなら！」「セミとりに行ってきます！」毎日かわいい 1年生があいさつにやってきます。 

1学期前半、コロナに負けずにがんばりました！ 

どんな状況に置かれても、今を楽しむ、今を充実

させる、そしてそれを生かす時がやってきたら、き

っともっと楽しいことが待っている！そんな前向き

な心で、子ども達もこの状況を乗り越えていってほ

しいと思います。「楽しい」は楽をすることではあり

ません。目的を達成するためには多少の困難は当た

り前にあるものです。楽して手に入れたものより、

苦労して努力して手に入れた時の達成感や満足感

が「本当の楽しい」なのです。夏休みが明けたら、ま

たみんなでいっしょに“いっぱい失敗していっぱい

笑っていっぱい成長しよう！” 


